
～解体等工事の流れ～ 

 

 

 

 

石綿あり＝特定工事 石綿なし 

（届出対象特定工事） 

吹付け石綿 

石綿を含有する断熱材、保温材、耐火被

覆材 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石綿含有仕上塗材 石綿含有けい酸ｶﾙｼｳ

ﾑ板１種(ｹｲｶﾙ板) 

石綿含有成形板など 

 

 

解体等工事の実施（元請業者等） 

①（２）事前調査結果に係る記録を作成し現場への備え付け 

④（１）事前調査結果等の掲示 

②作業計画の作成（元請業者等） 

県知事・中核市長へ届出（発注者） 

着工日の 14 日前までに特定粉じん排出

等作業実施届出書を届出 

特定粉じん排出等作業 

③下請負人への説明（元請業者等、下請負人） 

④（２）作業方法の掲示（元請業者等） 

⑤（３）作業状況の記録の作成・保存（元請業者等・下請負人） 

（除去の一例） 

・作業場所を隔離し、負圧を維持 

・集じん排気装置の初回時や変更時の

点検、作業前や中断時の負圧点検 

・切断・破砕等する

ことなく取り外

し又は湿潤化 

・ｹｲｶﾙ板を切断・破砕

等する場合、要養

生、湿潤化 

特定粉じん排出等作業完了 

⑤（４）作業完了後（隔離をしている場合は解除前）有資格者による除去等の完了確認

（元請業者等） 

⑥（１）発注者への報告（元請業者）、⑥（２）作業結果の記録作成（元請業者等） 

① (１)事前調査を実施（元請業者等） 

(２)記録の作成（元請業者等） 

(３)発注者へ書面説明（元請業者） 

・湿潤化 

・電動工具を用いて

除去する場合、要

養生 

① (２)一定規模以上の解体等工事について県知事・中核市長等へ事前調査結果の報告（元請業

者等）（R4.4.1～） 

①（２）事前調査結果の３年保存（元請業者等）、①（３）発注者への説明書面の３年保存（元請業者） 
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特定粉じんその他の処理 

⑥（２）作業完了記録、作業完了報告書面の３年保存（元請業者等） 

⑤（５）作業の手順遵守（元請業者等・下請負人） 



解体等工事におけるアスベスト規制について 
～大気汚染防止法で規定されているアスベスト飛散防止のための措置等を抜粋してご案内します。～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①事前調査 

（１）建築物、工作物を解体、改造、補修する工事を行う際、元請業者及び自主施工者（元請業

者等）は工事対象となる全ての部材についてアスベストの有無に係る以下の調査を行う。 

１）書面調査※ 
設計図書などの書面から、部材の製品情報などから 

アスベスト含有の有無を確認する。 

２）目視調査※ 
  目視により設計図書と異なる点、建築材料に印字されている 

製品名等からアスベスト含有の有無を確認する。 

３）分析調査 
１）及び２）による調査の結果、アスベスト含有の有無が 

不明の場合は分析による調査を行う。ただし、アスベスト 

含有有りと「みなす」場合は、分析を行う必要無し。 
 

※【R5.10.1～】（特定建築物、一般建築物、一戸建て等）建築物石綿含有建材調査者又は(一社)日本ア

スベスト調査診断協会に現在登録されている者が書面調査及び目視調査を行う。 

（２）元請業者等は以下の記録を作成し、現場へ備え置き、特定工事終了後から３年保存する。

（電子媒体も可） 

１）書面により、設置着手日が平成 18 年 9 月 1 日以降であることが明らかな建築物等の場合 

 ・発注者氏名又は名称及び住所、法人にあっては、その代表者氏名 

 ・工事場所 ・工事名称及び概要 ・調査終了日 ・調査方法 ・建築物等の設置着手日 

２）上記１）以外の建築物等の場合、上記１）に加え、次の事項 

・建築物等の概要 ・建築物等の改造補修作業の場合は、その作業対象の建築物の部分 

・建築物の調査者氏名及び調査者の証明事項（R5.10.1～） 

・分析調査を行った場合は、調査者の氏名及び所属機関又は法人の名称 

・特定建築材料の有無（該当するとみなした場合は、その旨）及び根拠 
【R4.4.1～】一定規模以上※の解体等工事の場合、県知事・中核市長等への結果の報告が必要。 

※①作業対象の床面積が 80m2 以上の建築物の解体工事 
  ②請負金額が 100 万円以上の建築物の改修工事 
  ③請負金額が 100 万円以上の工作物の解体、改修工事 

（３）元請業者は、以下の調査結果等を発注者へ書面を交付して説明し、書面の写しを特定工事

終了後から３年保存する。（交付、保存共に電子媒体でも可） 

１）全ての解体等工事は次の事項 

・事前調査の結果 ・事前調査終了日 ・事前調査方法 

・建築物の調査者氏名及び調査者の証明事項（R5.10.1～） 

２）届出対象特定工事以外の特定工事の場合、上記１）に加え、次の事項 

・特定建築材料の種類、その使用箇所及び使用面積 

・特定粉じん排出等作業の種類 ・作業の実施期間 ・作業の方法 ・作業工程を明示した工程の概要 

・元請業者又は自主施工者の現場責任者の氏名及び連絡先 

３）届出対象工事の場合、上記１）、２）に加え、次の事項 

・建築物等の概要、配置図及び付近の状況 

・下請負人が特定粉じん排出等作業を実施する場合、下請負人の現場責任者の氏名及び連絡場所 

・大気汚染防止法第１８条の１９各号で定める方法よる作業を行わない場合は、その理由 

１ 

設計図書等により設置着手

日が H18.9.1 以降であるこ

とが明らかな建築物等の場

合は原則、目視調査、分析調

査不要。（一部のガスケット

等は例外あり） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④掲示 

元請業者等は、解体等工事の現場において事前調査の結果等について、JIS A3 判以上の大きさ

の掲示板にて公衆に見やすい箇所に掲示する。 

（１）全ての解体等工事について以下の事項を掲示する。 

・調査結果 ・調査終了日 ・調査方法  

・元請業者又は自主施工者の氏名又は名称及び住所、法人にあってはその代表者氏名  

・特定建築材料の種類（特定工事に該当する場合に限る） 

（２）特定工事における特定粉じん排出等作業を行なう場合は作業基準に従い、（１）に加え、以

下の作業方法に関する事項についても掲示する。 

・発注者及び元請業者又は自主施工者の氏名、名称及び住所並びに法人にあっては、その代表者の氏名 

・届出対象特定工事の場合、届出年月日と届出先 ・特定粉じん排出等作業の実施期間 

・特定粉じん排出等作業の方法 ・元請業者又は自主施工者の現場責任者の氏名及び連絡場所 

⑤作業基準の遵守 

元請業者等が特定粉じん排出等作業を実施する場合は作業基準に従い作業を実施。 

（１）作業計画の策定・・・②参照 （２）作業方法の掲示・・・④（２）参照 

（３）実施状況の記録・確認 

・元請業者等及び下請負人は特定粉じん排出等作業の実施状況を記録し、これを特定工事が終了するま

での間保存する。 

・特定工事の元請業者は、各下請負人が作成した記録により当該特定工事における特定粉じん排出等作

業が（１）の計画に基づき適切に行われていることを確認する。 

②作業計画の作成 

元請業者等は作業基準に従い、特定粉じん排出等作業の開始前に次の事項を記載した作業計画

を作成する。 

・発注者氏名又は名称及び住所、法人にあっては、その代表者氏名 

・工事場所 ・作業の種類 ・実施期間 ・作業の方法 ・特定建築材料の種類、使用箇所と使用面積 

・建築物等の概要、配置図及び付近の状況 ・作業工程を明示した特定工事の工程の概要 

・元請業者又は自主施工者の現場責任者の氏名及び連絡場所 

・下請負人が特定粉じん排出等作業を実施する場合、下請負人の現場責任者の氏名及び連絡場所 

③下請負人への説明 

元請業者等及び下請負人は、特定工事を他者に請け負わせる時は、請負に係る以下の事項を説

明する。 

・作業の種類 ・実施期間 ・作業の方法 ・特定建築材料の種類、使用箇所と使用面積 

・作業工程を明示した特定工事の工程の概要 
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〇届出窓口・問い合わせ先 
名称 所在地 連絡先 届出窓口担当地域 

前橋市 

環境森林課 

〒371-8601 

前橋市大手町 2丁目 12-1 

027-898-6294 前橋市 

高崎市 

環境政策課 

〒370-8501 

高崎市高松町 35-1 

027-321-1251 高崎市 

群馬県 

中部環境事務所 

〒371-0051 

前橋市上細井町 2142-1 

027-219-2020 伊勢崎市、渋川市、北群馬

郡、佐波郡 

群馬県 

西部環境森林事務所 

〒370-0805 

高崎市台町 4-3 

027-323-5530 藤岡市、富岡市、安中市、

多野郡、甘楽郡 

群馬県 

吾妻環境森林事務所 

〒377-0424 

吾妻郡中之条町大字中之条町 664 

0279-75-4611 吾妻郡 

群馬県 

利根沼田環境森林事務所 

〒378-0031 

沼田市薄根町 4412 

0278-22-4481 沼田市、利根郡 

群馬県 

東部環境事務所 

〒373-0033 

太田市西本町 60-27 

0276-31-2517 桐生市、太田市、館林市、

みどり市、邑楽郡 

群馬県 

環境保全課 

〒371-8570 

前橋市大手町 1-1-1 

027-226-2837  

 

⑥作業の結果の報告・記録 

（１）元請業者は特定粉じん排出等作業完了後、次の事項について発注者へ書面で結果を報告し、

書面の写しを特定工事終了後から３年保存する。（報告、保存共に電子媒体でも可） 

・作業完了日 ・実施状況の概要 

・作業完了の確認を行った者の氏名及び確認者が調査者又は石綿作業主任者であることの証明事項 

（２）元請業者等は作業に関する次の事項について記録を作成し、その写しを特定工事終了後か

ら３年保存する。（電子媒体も可） 

・元請業者又は自主施工者の現場責任者の氏名及び連絡場所 

・下請負人が特定粉じん排出等作業を実施する場合、下請負人の現場責任者の氏名及び連絡場所 

・発注者の氏名又は名称及び住所並びに法人にあっては、その代表者の氏名 

・工事場所 ・作業の種類 ・実施期間 ・作業の実施状況 

・作業完了の確認日、確認の結果、確認者の氏名 

・吹付け石綿及び断熱材等を切断・破砕等により除去する場合や封じ込め及び囲い込みをする場合、 

集じん排気装置等の定期確認日、確認方法、確認の結果、確認者の氏名  

３ 

⑤作業基準の遵守 

（４）作業完了の確認 

元請業者等は特定建築材料の除去、囲い込み又は封じ込めの完了後に、除去等が完了したこ

との確認を以下の者に目視により行わせる。 

建築物の場合：現場を担当した石綿作業主任者、（特定建築物、一般建築物、一戸建て等）石綿含有建材

調査者又は(一社)日本アスベスト調査診断協会に現在登録されている者 

工作物の場合：現場を担当した石綿作業主任者 

（５）作業の手順（大気汚染防止法施行規則別表第７）の遵守 

★作業の手順の詳細については、「建築物の解体等に係る石綿ばく露防止及び石綿飛散漏えい防止対策徹

底マニュアル」を参照ください。  https://www.env.go.jp/air/asbestos/post_71.html 

https://www.env.go.jp/air/asbestos/post_71.html

